










































































１ 杜甫（杜工部） 盛唐 154 67 221
２ 陸游（陸放翁） 南宋 56 132 188
３
白居易（白楽天） 中唐 60 67 127
梅堯臣（梅聖兪） 北宋 94 33 127
４ 陳師道（陳後山，陳后山） 北宋 83 28 111
５ 王安石（王半山，王荊公，王介甫） 北宋 19 62 81
６ 張耒（張宛丘） 北宋 25 54 79
７ 陳与義（陳簡斎） 北宋～南宋 31 37 68
８ 賈島（賈浪仙） 晩唐 59 8 67





























































































奎律髄作者篇目彙検』によれば，『律髄』所収の「陸放翁」作品は，五律 56 首（2 首の五
言排律を含む），七律 132 首，合計 188 首である。形式別に見るならば，収録された五律
の総数が陸游より多い詩人は 5 家存在し（順に杜甫，梅堯臣，陳師道，白居易，賈島），陸













髄』には合計 49 の分類があり，陸游の作品はそのうち次の 27 類に収録されている。これ
は全分類の過半数に相当し，決して少ないとは言えない。しかしその一方，陸游の作品を
まったく収録していない分類も 22 に上ることは，注意しておかねばなるまい。
巻 分類 五律 七律 合計 巻 分類 五律 七律 合計
４ 風土類 1 1 2 21 雪類  4 7 11
５ 昇平類 0 4 4 22 月類  1 0 1
６ 宦情類 3 7 10 23 閒適類 10 18 28
９ 老寿類 0 4 4 24 送別類 0 3 3
10 春日類 6 12 18 32 忠憤類 0 2 2
11 夏日類 2 7 9 33 山巌類 4 0 4
12 秋日類 2 4 6 37 技藝類 0 3 3
13 冬日類 8 3 11 39 消遣類 1 12 13
14 晨朝類 1 0 1 41 子息類 1 1 2
15 暮夜類 2 1 3 42 寄贈類 0 2 2
16 節序類 5 2 7 44 疾病類 4 4 8
17 晴雨類 0 7 7 45 感旧類 0 6 6
19 酒類  1 5 6 48 仙逸類 0 2 2


























少ない（6）。方回が選んだ「陸放翁」作品を分類ごとに見てみると，1 位は閒適類の 28 首，
2 位は春日類の 18 首，3 位は梅花類の 15 首，4 位は消遣類の 13 首で，以上はいずれも閒
適詩に大別される。これらの合計 74 首はすでに『律髄』所収の「陸放翁」作品総数の 3
分の 1 を超過しており，その他の分類の作品もおおむね同じ范畴に属する。これに対し「悲
憤激昂」の作は忠憤類所収の「書憤」2 首（『詩稿』巻 35）のみである。しかも 73 歳の時






























































































































制作年 西暦 年齢 五律 七律 合計 制作年 西暦 年齢 五律 七律 合計
乾道８年 1172 48 0 1 1 慶元２年 1196 72 7 7 14
乾道９年 1173 49 0 6 6 慶元３年 1197 73 4 8 12
淳熙１年 1174 50 0 1 1 慶元４年 1198 74 4 6 10
淳熙４年 1177 53 0 1 1 慶元５年 1199 75 2 9 11
淳熙７年 1180 56 0 2 2 慶元６年 1200 76 0 5 5
淳熙11年 1184 60 0 3 3 嘉泰１年 1201 77 1 4 5
淳熙12年 1185 61 0 2 2 嘉泰２年 1202 78 8 9 17
淳熙13年 1186 62 1 3 4 嘉泰３年 1203 79 5 18 23
淳熙14年 1187 63 0 2 2 嘉泰４年 1204 80 2 1 3
淳熙15年 1188 64 0 1 1 開禧１年 1205 81 1 4 5
淳熙16年 1189 65 1 0 1 開禧２年 1206 82 3 3 6
紹熙２年 1191 67 0 2 2 開禧３年 1207 83 0 1 1
紹熙３年 1192 68 3 9 12 嘉定１年 1208 84 2 3 5
紹熙５年 1194 70 0 3 3 嘉定２年 1209 85 3 3 6
慶元１年 1195 71 5 9 14 合計 52 126 178
 形式別に見るならば，『律髄』に選ばれた五律のうち最も早いのは 62 歳の作品であり，
七律のうち最も早いのは 48 歳の作品である。しかし年代別に見るならば，40 代と 50 代の
作品を合わせても 11 首であり，60 代の作品も 27 首にとどまる。これに対し 70 代の作品
は 114 首であり，それだけで全体の過半を占め，80 代の作品 26 首を合わせれば 140 首に
上る。このように，方回は陸游の 70 代の作品を中心に，晩年の円熟した作品を多く選ん
でいることがわかる。中でも際立っているのは嘉泰 2 年～ 3 年の作品の多さで，この 2 年








































































































































































76 嘉定1夏 山陰 五言排律
宦情
書直舍壁 52 嘉泰2秋 臨安 2首連作の其2
致仕述懐 39 慶元5夏 山陰 6首連作の其1，5
春日
春晩雑興 32 慶元1春 山陰 6首連作の其3
暮春二首 35 慶元3春 山陰 2首連作
小舟遊西涇，渡西江而帰 35 慶元3春 山陰
初春雑興 50 嘉泰2春 山陰 5首連作の其2
中春偶書 50 嘉泰2春 山陰
夏日
北斎書志示児輩 51 嘉泰2夏 山陰
五月初作 51 嘉泰2夏 山陰
秋日
梅市道中 64 開禧1秋 山陰 2首連作の其2
秋夜紀懐 35 慶元2秋 山陰 3首連作の其3
冬日
舎北揺落景物殊佳，偶作五首 35 慶元2冬 山陰 5首連作
残臘 34 慶元1冬 山陰 2首連作の其2
冬日感興十韻 38 慶元4冬 山陰 五言排律
初寒独居戯作 37 慶元4秋 山陰
晨朝 晨起 33 慶元1冬 山陰 原書は冬日類に収録
暮夜
小舟過吉沢，效王右丞 37 慶元4秋 山陰
五鼓不得眠，起酌一杯復就枕 25 紹熙3冬 山陰
節序
辛酉冬至 49 嘉泰1冬 山陰
己酉元日 20 淳熙16春 臨安
甲子元日 56 嘉泰4春 山陰
清明 36 慶元3春 山陰
上巳 57 嘉泰4春 山陰
酒  酔中作 25 紹熙3秋 山陰
雪 
雪中二首 65 開禧2春 山陰 2首連作
小雪 80 嘉定1冬 山陰
大雪月下至旦，欲午始晴 18 淳熙13冬 厳州
月  夜中歩月 34 慶元2夏 山陰
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分類 『律髄』の詩題 巻 制作時期 場所 備考
閒適
題斎壁 55 嘉泰3冬 山陰 2首連作
自述 51 嘉泰2夏 山陰 3首連作
書適 26 紹熙3冬 山陰 2首連作の其1
幽事 集外 未詳 未詳 姜特立の作品
葺圃 集外 未詳 未詳 姜特立の作品
幽事 集外 未詳 未詳 姜特立の作品
北檻 集外 未詳 未詳 姜特立の作品
山巌
遊山 54 嘉泰3秋 山陰 4首連作の其1， 4
巣山 32 慶元1夏 山陰 2首連作
消遣 孤学 54 嘉泰3秋 山陰
子息 哭開孫 66 開禧2春 山陰
疾病
病中作 37 慶元4春 山陰
臥病雑題 84 嘉定2秋 山陰 5首連作の其4， 5













































































































 （1084 ～ 1166） の作品としているが，この詩は『詩稿』
巻 15 に収録されており，陸游の作品であることは明白である（銭仲聯『校注』題解によれ

















































分類 『律髄』の詩題 巻 制作時期 場所 備考
風土 守厳述懐 19 淳熙14冬 厳州
昇平
入城至郡圃及諸家園亭，遊人甚盛 24 紹熙3春 山陰
乍晴出遊 52 嘉泰2冬 臨安
武林 52 嘉泰3春 臨安
西村暮帰 51 嘉泰2春 山陰
宦情
入都 51 嘉泰2夏 赴臨安途中
史院晩出 51 嘉泰2秋 臨安
上章納禄恩畀外祠，遂以五月東帰 53 嘉泰3夏 臨安 5首連作
老寿
七十 29 紹熙5春 山陰
枕上作 35 慶元3春 山陰 春日類と重複
八十三吟 70 開禧3春 山陰
戯遣老懐 65 開禧1冬 山陰 5首連作の其1
春日
春近 35 慶元2冬 山陰
睡起至園中 35 慶元2冬 山陰
立春日 35 慶元3春 山陰
春行 35 慶元3春 山陰
東籬 65 開禧2春 山陰 3首連作の其1
春夏之交風日清美，欣然有感 32 慶元1春 山陰 3首連作の其2
病足累日不出庵門，折花自娯 36 慶元4春 山陰 疾病類と重複
春日小園雑賦 38 慶元5春 山陰 2首連作の其1
晩春感事 22 紹熙2春 山陰 4首連作の其4
枕上作 35 慶元3春 山陰 老寿類と重複
甲子立春前二日 56 嘉泰3冬 山陰
暖甚去綿衣 集外 未詳 未詳 趙蕃の作品
夏日
幽居初夏雨霽 32 慶元1夏 山陰
初夏幽居 66 開禧2夏 山陰 4首連作の其2
『瀛奎律髄』所収の「陸放翁」作品について
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幽居初夏 34 慶元2夏 山陰 4首連作の其2
五月初夏，病体軽偶書 39 慶元5夏 山陰 疾病類と重複
夏日二首 37 慶元4夏 山陰 5首連作の其3，5
秋日
秋雨初晴有感 25 紹熙3秋 山陰
村居秋日 35 慶元2秋 山陰
秋晩書懐 64 開禧1秋 山陰 2首連作の其2
舎北行飯書触目 36 慶元3秋 山陰 2首連作の其2
冬日
冬晴日得閒遊偶作 26 紹熙3冬 山陰
冬晴閒歩東村，由故塘還舎 26 紹熙3冬 山陰 2首連作の其2
十二月八日歩至西村 26 紹熙3冬 山陰
暮夜 夜雨 33 慶元1冬 山陰 2首連作の其2
節序
新年書感 80 嘉定2春 山陰
人日雪 80 嘉定2春 山陰
晴雨
臨安春雨初霽 17 淳熙13春 臨安
秋雨 23 紹熙2秋 山陰 3首連作の其1
秋雨北榭作 18 淳熙13秋 厳州
春雨 61 開禧1春 山陰
雨 61 開禧1夏 山陰
久雨 57 嘉泰4夏 山陰 2首連作の其2
小雨初霽 42 慶元6春 山陰
酒 
小飲梅花下作 49 嘉泰1冬 山陰
六日雲重有雪意独酌 50 嘉泰2春 山陰
小圃独酌 42 慶元6春 山陰
対酒 38 慶元4冬 山陰
酔中自贈 31 紹熙5冬 山陰
梅花







荀秀才送蠟梅十枝奇甚，為賦此詩 4 淳熙1春 嘉州
樊江観梅 17 淳熙11冬 山陰
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分類 『律髄』の詩題 巻 制作時期 場所 備考
梅花
梅花四首 4 乾道9冬 嘉州 4首連作
漣漪亭賞梅 9 淳熙4冬 成都
射的山観梅 17 淳熙11冬 山陰 2首連作
園中賞梅 12 淳熙7春 撫州 2首連作
梅 56 嘉泰3冬 山陰
雪 
雪 19 淳熙14冬 厳州
作雪寒甚有賦 80 嘉定1冬 山陰
雪 18 淳熙13冬 厳州
雪 26 紹熙3冬 山陰






登東山 42 慶元5冬 山陰
題庵壁 44 慶元6冬 山陰 2首連作の其2
山行過僧庵不入 82 嘉定2夏 山陰
閒中書事 32 慶元1春 山陰 2首連作
小築 39 慶元5夏 山陰
窮居 32 慶元1夏 山陰
西窓 29 紹熙5夏 山陰
耕罷偶書 38 慶元4冬 山陰
小築 25 紹熙3秋 山陰
過隣家戯作 34 慶元2春 山陰
簡隣里 38 慶元5春 山陰
戯詠閒適 24 紹熙3春 山陰 3首連作の其3
閒中頗自適，戯書示客 25 紹熙3秋 山陰





送陳懐叔赴上皐酒官，却還都下 54 嘉泰3秋 山陰
送任夷仲大監 52 嘉泰2冬 臨安
忠憤 書憤 35 慶元3春 山陰 2首連作
技藝
贈童道人，蓋与予同甲子 34 慶元2夏 山陰
贈徐相師 集外 未詳 未詳 劉克荘の作品
贈伝神水鑑 53 嘉泰3春 臨安
『瀛奎律髄』所収の「陸放翁」作品について
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分類 『律髄』の詩題 巻 制作時期 場所 備考
消遣
寓歎 53 嘉泰3春 臨安
後寓歎 53 嘉泰3春 臨安
初帰雑詠 53 嘉泰3夏 山陰 7首連作の其1，2
亀堂独坐遣悶 35 慶元2冬 山陰 2首連作の其2
遣興 75 嘉定1春 山陰 2首連作の其1
書興 76 嘉定1夏 山陰
遣興 40 慶元5秋 山陰 4首連作の其1
書斎壁 40 慶元5秋 山陰
遣興 49 嘉泰1冬 山陰 2首連作
雑興 42 慶元6春 山陰 2首連作の其2
子息 寄二子 52 嘉泰2冬 臨安
寄贈
厳州贈姜梅山 20 淳熙15夏 厳州
寄姜梅山雷字詩（15） 集外 淳熙16夏 山陰
疾病
病足累日不能出，掩門折花自娯 36 慶元4春 山陰 春日類と重複
病癒 38 慶元4冬 山陰
五月初，病体覚愈軽偶書 39 慶元5夏 山陰 夏日類と重複










雪夜感旧 36 慶元3冬 山陰
憶昔 36 慶元3冬 山陰
感昔 33 慶元1秋 山陰 2首連作
夢蜀 41 慶元5冬 山陰
仙逸
湖上遇道翁，乃峡中旧所識也 51 嘉泰2夏 山陰










































































分類 『律髄』の詩題 評者 評語



































































ものが 2 首ある。それゆえ本当の総数は 132 首より 5 首少ない 127 首となる。
 以上を要するに，『瀛奎律髄』所収の真の陸放翁作品は，五律 53 首（うち排律 3 首），七
― 128 ―
愛知大学 言語と文化 No. 25






髄』所収のその他の作者の作品には触れられず，また肝心の陸游の作品についても 1 首 1
首の内容にまで立ち入ることはできなかった。これらについては，今後の課題とさせてい
ただきたい。
 なお本稿は 2006 年 8 月に中国四川省成都市で開催された宋代文化国際学術研討会で発
表した拙稿「略論『瀛奎律髄』所収録的陸游作品」（中国語）を基礎とするが，その単なる
邦訳ではない。全体の構成はほぼこれを踏襲するが，その後の研究の進展をふまえ，全面
的に改訂した。拙稿が『瀛奎律髄』を繙かれる諸賢にとって何らかの参考となれば幸いで
ある。
注
（１ ）『律髄』所収の作品には重複が22首あり，実際は2992首。また『律髄』所収の五言排律は87首，
七言排律は7首，合計94首。
（２ ）紹熙三年，68歳の時に書いた七絶「示児」（『詩稿』巻25）で陸游は「文能換骨余無法」云々とう
たい，江西詩派の詩論である「換骨奪胎」を肯定している。
（３ ）『律髄』節序類所収陳与義「道中寒食二首」の方回評…「予平生持所見，以老杜為祖…宋以後山谷
一也，後山二也，簡斎為三，呂居仁為四，曾茶山為五…此詩之正派也」。また『律髄』変体類所収陳
義「清明」の方回評…「嗚呼，古今詩人当以老杜，山谷，後山，簡斎四家為一祖三宗」。また清・顧
嗣立『元詩選』初集所収の方回『桐江集』作者紹介…「嘗選唐宋以来近体詩評論之，名曰『瀛奎律髄』，
於情景虚実之間，三致意焉。而尤以山谷，後山，簡斎為標準」。また李慶甲『瀛奎律髄彙評』前言…「方
回選詩側重於宋代，入選一千七百六十五首，二百二十一家，比重超過唐代。江西派重要作家入選的作
品也較多。這反映了方回崇尚江西詩派的立場」。
（４ ）『詩稿』収録の作品総数は村上哲見編「陸游『剣南詩稿』詩題索引」（1984年3月，奈良女子大学中
国文学会）による。陸游の「集外詩」には明・毛晋による『放翁逸稿』，銭仲聯による『逸稿続添』
および『逸稿補遺』の3種があり，すべて銭仲聯『校注』第8冊に収録されている。
（５ ）ただし収録数最多の杜甫（杜工部）も49類中の28類を占めるのみであり，状況は陸游の場合と大
差はない。
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（６ ）銭鍾書『宋詩選注』（1958年9月，人民文学出版社）陸游紹介……「他的作品主要有両方面。一方
面是悲憤激昂，要為国家報仇雪耻，恢復喪失的疆土，解放淪陥的人民。一方面是閒適細膩，咀嚼出日
常生活的深永的滋味，熨貼出当前景物的曲折的情状。
（７ ）方回『律髄』序の末尾に「至元癸未良月旦日」とある。「至元癸未」は至元二十年（1283）。李慶
甲『彙評』前言は「『瀛奎律髄』成書於元至元二十年（公元一二八二年）」と記すが，1283年の誤り
であろう。
（８ ）周密『癸辛雑識』別集上「方回」…「（前略）以此遂得知厳州。未幾，北軍至，回倡言死封疆之説
甚壮。及北軍至，忽不知其所在，人皆以為必践初言死矣。徧尋訪之不獲，乃迎降於三十里外，韃帽氊
裘，跨馬而還，有自得之色。郡人無不唾之」。詹杭倫『方回的唐宋律詩学』（2002年12月，中華書局）
附録二「周密『癸辛雑識』「方回」条考辨」を参照のこと。
（９ ）『律髄』閒適類所収陸游「書適」の方回評…「放翁老寿，為近世詩人第一。其閒適之詩尤多。…毎
首必有一聯一句佳」。また閒適類所収陸游「登東山」の方回評…「放翁詩万首，佳句無数。少師曾茶山，
或謂青出於藍，然茶山格高，放翁律熟。茶山専祖山谷，放翁兼入盛唐」。
（10 ）『全宋詩』では「幽事（日日営幽事）」「葺圃」は巻2141に，「幽事（幽事春来早）」は巻2140に，「北
檻」は巻2136に，それぞれ収録されている。
（11 ）次の陸游の詩題を参照のこと。「旧識姜邦傑於亡友韓無咎許，近屡寄詩来，且以無咎平日唱和見示。
読之悵然，作此詩附巻末（以前，亡友韓元吉の所で姜特立と知り合い，最近しばしば詩を寄こして来
るようになり，しかも韓元吉との日頃の唱和を見せてくれた。これを読んでもの悲しい気持ちになり，
この詩を作って巻末に附した）」（『詩稿』巻20）。なおこの詩は「厳州贈姜梅山」の題で『律髄』寄贈
類に収録されている。
（12 ）銭仲聯『校注』前言…「這里整理的『剣南詩稿』，以汲古閣後印本為底本」。
（13 ）『全宋詩』巻2132 …「姜特立詩，以影印本文淵閣『四庫全書』本為底本」。
（14 ）紀昀『瀛奎律髄刊誤』…「此詩今載放翁詩集中，作茶山恐誤」。許印芳『瀛奎律髄輯要』…「作曾
茶山詩，誤」。銭仲聯『校注』「秋雨排悶十韻」校記…「此詩收於『瀛奎律髄』巻一七晴雨類，作為曾
幾詩，盖誤」。
（15 ）銭仲聯『校注』は「寄姜梅山雷字詩」を『放翁集外詩』の『逸稿続添』に収録し，題解に「此詩淳
熙十六年夏作於山陰」と記す。ここでは銭氏の判断に従う。
（16 ）李慶甲『彙評』例略…「正如清代的一些評点者所指出的那様，方回原書在編選方面存在很多問題。
…作品誤属。如春日類巻十的七律中題為陸放翁作的「暖甚去綿衣」一詩，実為趙昌父所作」。なお『全
宋詩』では「暖甚去綿衣」は巻2642に収録されている。
（17 ）銭仲聯『校注』『逸稿続添』所収「贈徐相師」題解…「未詳写作時地。亦見明刊別集本及『瀛奎律髄』
巻三七。劉克荘『後村先生大全集』巻四『南岳第三稿』中有此詩，疑是劉詩，後人誤以為陸作」。ま
た『全宋詩』巻2241巻末「存目」…「此為劉克荘詩，見『後村集』巻四」。なお『全宋詩』では「贈
徐相師」は巻3036に収録されている。
